
        

 

「
君
が
い
な
く
な
っ
た
後
の
教
室
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 
雄
太 

         



【
人
物
一
覧
表
】 

田
辺 
公
一
（
１
８
）…

高
校
生 

佐
奈
田 
光
希
（
１
７
）…

高
校
生 

安
斎 

夏
美
（
１
８
）…

高
校
生 

川
谷 

庸
介
（
１
８
）…

…

高
校
生 

 

田
辺 

春
好
（
５
１
）…
会
社
員 

田
辺 

厚
子
（
４
８
）…

主
婦 

田
辺 

友
妃
子
（
１
４
）…

中
学
生 

 

浅
田 

誠
（
４
３
）…

高
校
教
諭 

         



【
あ
ら
す
じ
】 

海
望
高
校F

組
に
、
佐
奈
田
光
希
と
い
う
転
校
生
が

や
っ
て
く
る
。
光
希
は
明
る
く
前
向
き
な
性
格
で
、

す
ぐ
に
ク
ラ
ス
に
馴
染
ん
で
い
く
。
公
一
は
光
希
に

惹
か
れ
、
徐
々
に
距
離
を
縮
め
て
い
く
。
あ
る
日
、

公
一
は
光
希
の
口
か
ら
、
家
族
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
移
住
す
る
と
聞
か
さ
れ
る
。
光
希

の
最
後
の
登
校
日
、
公
一
は
光
希
に
船
の
模
型
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
、
互
い
に
別
れ
を
告
げ
る
。 
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◯
海
望
高
校
・
教
室
（
朝
） 

教
室
の
中
。
窓
の
外
か
ら
、
鈍
い
陽
の
光
が

射
し
込
ん
で
い
る
。
夏
。
田
辺
公
一
（
１

８
）
が
、
指
を
パ
ッ
チ
ン
パ
ッ
チ
ン
と
弾
い

て
い
る
。
教
室
の
中
の
陽
が
、
半
分
翳
る
。

担
任
教
師
、
浅
田
誠
（
４
３
）
が
教
室
の
中

に
入
っ
て
来
る
。 

浅
田
「（
タ
オ
ル
で
額
を
拭
き
な
が
ら
）
あ
っ
つ
い
、

あ
っ
つ
い
、
と…

…

」 

 
 

 

公
一
、
指
を
鳴
ら
す
の
を
止
め
る
。
浅
田
の

 

後
ろ
か
ら
、
佐
奈
田
光
希
（
１
７
）
が
続
け

 

て
入
っ
て
来
る
。 

光
希
「（
緊
張
し
た
声
で
）
え
え―

―

」 

 
 

 

浅
田
、
黒
板
の
上
に
、
文
字
を
書
き
始
め

 

る
。
黒
板
の
上
に
、
佐
奈
田
充
希
、
と
文
字

 

が
埋
ま
る
。 

浅
田
「
え
ー
っ
と
、
半
年
だ
け
だ
け
れ
ど
、
新
し
く

仲
間
に
な
る
、
佐
奈
田
光
希
さ
ん
で
す
。
さ
あ
、
佐

奈
田
さ
ん
、
前
に
出
て
」 

 
 

 

光
希
、
遠
慮
し
な
が
ら
前
に
出
る
。 
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光
希
「
佐
奈
田
で
す
。
佐
奈
田
、
光
希
で
す
。
読
み

づ
ら
い
名
前
っ
て
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す―

―

半
年
だ

け
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

 

ヒ
ュ
ー
、
と
い
う
歓
声
が
教
室
の
一
部
で
上

 

が
る
。
公
一
、
急
に
目
を
俯
せ
る
。
光
希
、

 

ま
た
黒
板
の
前
に
戻
る
。 

浅
田
「
佐
奈
田
さ
ん
の
席
は
、
あ
っ
ち
ね―

―

」 

 
 

 

光
希
、
教
室
の
一
番
後
ろ
の
席
の
、
安
斎
夏

 

美
（
１
８
）
の
横
に
座
る
。 

夏
美
「（
光
希
を
チ
ラ
チ
ラ
見
な
が
ら
）
ふ
ー
ん
」 

光
希
「（
夏
美
に
目
を
動
か
し
て
）
よ
ろ
し
く
ね
」 

夏
美
「（
興
味
が
な
さ
そ
う
に
）
ふ
ー
ん
」 

 
 

 

公
一
、
黒
板
に
再
び
目
を
上
げ
る
。
浅
田
が

 

「
佐
奈
田
光
希
」
と
書
か
れ
た
、
黒
板
の
上

 

の
字
を
消
す
。 

浅
田
「（
教
科
書
を
開
き
な
が
ら
）
さ
あ
、
数
Ⅱ
の
復

習
だ
。
え
ー
っ
と
前
回
の
続
き
は…

…

と
」 

 

◯
同
・
教
室
（
夕
） 

 
 

 

海
望
高
校
の
、F

組
の
放
課
後
。
公
一
が
、
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鞄
に
教
科
書
を
詰
め
な
が
ら
、
光
希
と
夏
美

 
の
様
子
を
少
し
気
に
し
て
見
て
い
る
。
夏
美

 
と
光
希
、
話
し
を
し
て
い
る
。 

夏
美
「
へ
ぇ
ー
色
々
大
変
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
で
も
、

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
学
校
に
入
ら
な
く
て
も
良
い
の
に

ね
」 

光
希
「（
少
し
笑
っ
て
）
え
え
、
で
も
来
ち
ゃ
っ
た
か

ら
」 

夏
美
「（
聞
き
返
し
て
）
え
っ
？
」 

 
 

 

公
一
、
夏
美
と
光
希
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。

 

公
一
、
通
り
す
が
り
に
、
光
希
と
目
が
合

 

う
。 

光
希
「（
笑
っ
て
）
よ
ろ
し
く
ね
」 

公
一
「…

…

あ
あ
。
う
ん
」 

 
 

 

公
一
、
教
室
か
ら
出
て
行
く
。
夏
美
、
振
り

 

返
っ
て
、
公
一
が
出
て
行
く
様
子
を
見
る
。 

光
希
「
何
の
声
？
」 

夏
美
「
ボ
ー
ト
部
、
ボ
ー
ト
部
の
声
だ
よ
。
ウ
チ
ら

の
高
校
、
ボ
ー
ト
部
あ
る
か
ら
さ
。
気
が
付
か
な
か

っ
た
？
」 
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光
希
「
へ
ぇ
、
素
敵―

―

で
も
、
あ
た
し
全
然
ス
ポ

ー
ツ
苦
手
」 

夏
美
「
わ
か
る
ー
。
そ
う
い
う
感
じ
！
」 

光
希
「
そ
う
？
」 

 
 

 

窓
の
外
か
ら
、
ボ
ー
ト
部
の
か
け
声
。
夏
美

 

が
教
室
を
出
て
行
き
、
光
希
が
そ
の
後
、
教

 

室
を
続
け
て
出
て
行
く
。 

 

◯
田
辺
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 

公
一
の
家
の
リ
ビ
ン
グ
。
公
一
の
母
、
田
辺

 

厚
子
（
４
８
）
と
、
父
親
の
、
田
辺
春
（
５

 

１
）
が
食
膳
を
囲
ん
で
い
る
。 

公
一
「
こ
の
エ
ビ
チ
リ
美
味
い
な
」 

厚
子
「
良
か
っ
た
ー
。
お
母
さ
ん
頑
張
っ
て
作
っ
ち

ゃ
っ
た
」 

春
好
「
公
一
が
褒
め
る
な
ん
て
、
珍
し
い
な
」 

 
 

 

窓
の
か
ら
ザ
ー
ッ
と
い
う
雨
の
音
。
公
一
、

 

窓
の
外
に
目
を
移
す
。 

公
一
「（
箸
を
止
め
て
）
あ
っ
、
雨
」 

厚
子
「
涼
し
く
な
る
わ
ね
」 
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公
一
、
残
っ
て
い
た
御
椀
の
ご
飯
も
平
ら
げ

 
る
。
食
器
を
下
げ
る
。
キ
ッ
チ
ン
で
軽
く
洗

 
い
始
め
る
。 

厚
子
「
公
ち
ゃ
ん
、
も
う
す
ぐ
受
験
ね
ー
。
お
母
さ

ん
全
然
期
待
し
な
い
か
ら
、
頑
張
っ
て
」 

春
好
「（
新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
欄
を
開
い
て
）
ま
あ
ー
、

ど
っ
か
大
学
に
滑
り
込
ん
で
く
れ
れ
ば
良
い
よ
な
」 

公
一
「
少
し
は
期
待
！
」 

 
 

 

公
一
、
自
室
の
二
階
へ
と
階
段
を
上
が
っ
て

 

行
く
。
春
好
、
テ
レ
ビ
を
点
け
る
。
甲
子
園

 

の
模
様
の
、
解
説
番
組
が
流
れ
て
い
る
。 

◯
同
・
キ
ッ
チ
ン
（
夜
） 

 
 

 

公
一
が
、
一
階
の
田
辺
家
の
台
所
で
、
ポ
ッ

 

ト
の
麦
茶
を
コ
ッ
プ
に
注
い
で
い
る
。
公
一

 

の
妹
、
田
辺
友
妃
子
（
１
４
）
姿
を
現
す
。 

友
妃
子
「
お
兄
ち
ゃ
ん…

…

」 

公
一
「（
も
う
一
つ
コ
ッ
プ
を
出
し
て
）
麦
茶
飲

む
？
」 

友
妃
子
「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
高
校
、
新
し
い
人
入
っ
た

ら
し
い
じ
ゃ
ん
。
今
さ
ら
転
校
生
」 
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公
一
「
ど
こ
か
ら
聞
い
た
？
」 

友
妃
子
「
風
の
噂
か
ら
、
リ
ー
ク
し
た
」 

 
 

 
友
妃
子
、
麦
茶
を
ゆ
っ
く
り
と
口
を
つ
け
て

 

飲
む
。
公
一
、
麦
茶
を
一
息
で
飲
み
干
す
。 

友
妃
子
「
あ
た
し
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
高
校
入
ろ
う

か
な…

…

。
な
ん
か
あ
る
ら
し
い
じ
ゃ
ん
、
ボ
ー

ト
」 

公
一
「
あ
あ
」 

友
妃
子
「（
オ
ー
ル
を
漕
ぐ
真
似
を
両
手
で
し
て
）
お

兄
ち
ゃ
ん
は
し
な
い
の
？
」 

公
一
「
全
然
、
全
く
知
ら
な
い
」 

友
妃
子
「
淋
し
い
青
い
春
で
す
ね
」 

友
妃
子
、
笑
う
。 

友
妃
子
「
め
っ
ち
ゃ
美
人
ら
し
い
じ
ゃ
ん
」 

公
一
「（
少
し
考
え
て
）
あ
ー
」 

 
 

 

友
妃
子
、
コ
ッ
プ
を
流
し
に
戻
す
。
公
一
、

 

コ
ッ
プ
を
持
っ
た
ま
ま
立
っ
て
い
る
。 

友
妃
子
「
ご
馳
走
さ
ま
！
」 

 

◯
海
望
高
校
・
教
室
（
昼
） 
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公
一
と
、
公
一
の
友
人
の
川
谷
庸
介
（
１

 
８
）
が
、
話
し
を
し
て
い
る
。
庸
介
、
パ
ン

 
を
食
べ
て
い
る
。 

公
一
「
な
ん
か
、
ず
っ
と
お
前
パ
ン
食
べ
て
た
よ

な
」 

庸
介
「（
パ
ン
を
食
べ
な
が
ら
）
金
、
貯
め
た
い
か

ら
」 

公
一
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
辞
め
な
か
っ
た
ね
」 

庸
介
「
う
ん
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
け
ど
さ
」 

 
 

 

公
一
、
パ
ッ
ク
牛
乳
の
牛
乳
を
一
息
で
飲
み

 

干
す
。 

公
一
「
学
費
高
か
っ
た
よ
な
ー
。
私
立
」 

庸
介
「（
笑
っ
て
）
ど
う
し
た
ん
だ
よ
？ 

親
み
た

い
」 

公
一
「
結
局
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
も
ボ
ー
ト
も
縁
が
な

く
、
卒
業
か
ー
」 

庸
介
「
お
前
、
将
棋
強
い
ら
し
い
じ
ゃ
ん
」 

 
 

 

公
一
、
目
を
上
げ
る
。
夏
美
と
光
希
、
話
し

 

を
し
て
い
る
。
公
一
、
直
ぐ
に
目
を
そ
ら

 

す
。 
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庸
介
「
卒
業
し
た
ら
、
ど
う
す
る
？ 

公
一
「
と
り
あ
え
ず
旅
行
し
た
い
な
ー
。
こ
の
辺
不

便
だ
し
」 

康
介
「
あ
、
そ
れ
良
い
か
も
」 

 
 

 

公
一
、
立
ち
上
が
る
。
教
室
の
外
に
出
て
い

 

こ
う
と
す
る
。 

庸
介
「（
公
一
の
背
中
に
向
か
っ
て
）
た
ま
に
は
楽
し

く
や
ろ
う
ぜ
！
」 

 

◯
同
・
自
販
機
前
（
夕
） 

 
 

 

公
一
、
自
販
機
の
前
で
、
コ
ー
ラ
を
買
お
う

 

と
思
い
、
小
銭
を
数
え
て
い
る
。 

光
希
「（
急
に
現
れ
て
）
あ
っ
？
」 

公
一
「…

…

あ
あ
」 

光
希
「F

組
の
人
？
」 

公
一
「…

…

そ
う
だ
よ
。
一
応
」 

光
希
「
友
だ
ち
が
多
い
人
だ
」 

公
一
「
三
年
近
く
い
れ
ば
、
増
え
る
よ
」 

光
希
「
そ
う
だ
よ
ね
」 

 
 

 

公
一
、
二
百
四
十
円
を
財
布
か
ら
取
り
出
し
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て
、
コ
ー
ラ
を
二
本
買
う
。 

公
一
「（
コ
ー
ラ
を
光
希
に
差
し
出
し
て
）
コ
ー
ラ
と

か
飲
む
？
」 

光
希
「
え
っ
？ 

貰
っ
ち
ゃ
っ
て
良
い
の
？
」 

公
一
「
良
い
よ
。
大
丈
夫
、
別
に
」 

 
 

 

光
希
、
コ
ー
ラ
の
缶
を
し
ば
ら
く
眺
め
て
、

 

嬉
し
そ
う
に
プ
ル
タ
ブ
を
開
け
る
。 

光
希
「（
手
を
止
め
て
）
こ
の
学
校
、
珍
し
い
部
活
多

く
な
い
？
」 

公
一
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
か
？ 

F

組
だ
っ
た
ら
、

川
谷
が
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
だ
よ
」 

光
希
「
ボ
ー
ト
部
も
あ
る
」 

公
一
「（
考
え
な
が
ら
）…

…

そ
う
だ
よ
ね
」 

 
 

 

光
希
、
立
っ
た
ま
ま
、
コ
ー
ラ
を
飲
ん
で
い

 

る
。 

光
希
「
コ
ー
ラ
美
味
し
い
」 

公
一
「
そ
う
？ 

暑
い
か
ら
ね
」 

光
希
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
見
た
い
な
。
こ
の
近
く
だ
っ

た
り
す
る
？
」 

公
一
「
や
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど―

―

見
れ
な
い
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よ
。
入
れ
な
い
と
思
う
」 

光
希
「
そ
う
だ
よ
ね
」 

 
 

 
光
希
、
空
に
な
っ
た
コ
ー
ラ
の
缶
を
、
公
一

 

に
渡
す
。 

光
希
「（
に
っ
こ
り
笑
っ
て
）
捨
て
て
お
い
て
」 

公
一
「
あ
あ…

…

」 

 
 

 

光
希
、
何
も
言
わ
ず
に
海
望
高
校
の
外
に
出

 

て
い
く
。
公
一
、
コ
ー
ラ
の
缶
を
二
つ
回
収

 

の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。 

公
一
「（
独
り
言
を
言
っ
て
）
ふ
ー
ん
。
そ
う
い
う

人
」 

 

◯
同
・
教
室
（
昼
） 

 
 

 

浅
田
、
数
学
の
授
業
を
し
て
い
る
。 

浅
田
「
こ
こ
の
式
に
代
入
」 

夏
美
「
難
し
く
な
い…

…

や
ば
、
全
然
分
か
ん
な

い
」 

 
 

 

夏
美
の
独
り
言
が
、
教
室
の
中
に
響
く
。
教

 

室
の
中
の
緊
張
が
緩
む
。 

浅
田
「
今
難
し
い
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
け
ど
。（
チ
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ョ
ー
ク
で
黒
板
を
叩
き
な
が
ら
）
入
試
に
数
学
が
あ

る
者
は
、
今
理
解
し
て
お
か
な
い
と
、
ま
ず
い
ぞ
」 

 
 

 
公
一
、
考
え
て
い
る
。
庸
介
、
真
剣
に
ノ
ー

 

ト
を
つ
け
て
い
る
。 

夏
美
「
あ
っ
、
凄
い
雨
だ
」 

 
 

 

窓
の
外
に
、
雨
降
り
始
め
る
。 

 

◯
同
・
廊
下
（
昼
） 

 
 

 

廊
下
で
、
夏
美
と
光
希
、
立
ち
話
を
し
て
い

 

る
。 

夏
美
「
難
し
い
よ
ね
。
数
学
」 

光
希
「
う
ん―

―

最
近
、
全
然
分
か
ん
な
い
」 

 
 

 

公
一
、
庸
介
と
一
緒
に
、
夏
美
と
光
希
の
前

 

を
通
り
過
ぎ
る
。 

光
希
「（
公
一
の
姿
を
見
て
）
あ
、
田
辺
君
、
こ
な
い

だ
ご
馳
走
さ
ま
！
」 

公
一
「
え
っ
？ 

う
ん
」 

 
 

 

庸
介
、
公
一
に
話
し
か
け
る
。 

庸
介
「
佐
奈
田
さ
ん
と
、
な
ん
か
あ
っ
た
？
」 

公
一
「
い
や
、
な
い
と
思
う
け
ど
」 
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庸
介
「
ご
馳
走
さ
ま
、
っ
て
言
っ
て
た
ぜ
」 

公
一
「
何
か
勘
違
い
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

 
 

 
庸
介
、
公
一
か
ら
離
れ
て
、
海
望
高
校
を
出

 

て
行
く
。 

庸
介
「
お
前
は
良
い
よ
な
。
俺
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
も

あ
る
し
」 

 
 

 

公
一
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
海
望
高
校
を
出

 

て
行
く
。 

 

◯
田
辺
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

 
 

 

公
一
、
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
、

 

数
学
の
教
科
書
を
眺
め
て
い
る
。 

友
妃
子
「
ね
え
」 

公
一
「（
興
味
が
な
さ
そ
う
に
）
あ
あ
」 

友
妃
子
「
兄
さ
ん
、
最
近
輝
い
て
い
な
い
？
」 

公
一
「
は
っ
？ 

馬
鹿
じ
ゃ
な
い
の
」 

友
妃
子
「
い
い
や
。
そ
う
思
う
」 

 
 

 

公
一
、
教
科
書
を
閉
じ
て
、
立
ち
上
が
る
。 

公
一
「
何
に
も
な
い
か
ら
さ
」 

 
 

 

友
妃
子
笑
う
。
公
一
、
友
妃
子
を
置
い
て
、
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二
階
へ
と
上
が
っ
て
行
く
。 

 

◯
同
・
公
一
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 

公
一
、
光
希
に
ラ
イ
ン
の
電
話
を
か
け
る
。 

公
一
「
も
し
も
し
」 

光
希
（
声
）
「
あ
っ
、
田
辺
君
？
」 

公
一
「
そ
う
」 

光
希
（
声
）
「
今
、
夏
美
と
電
話
し
て
た
と
こ
。
終
わ

っ
た
か
ら
丁
度
良
か
っ
た
」 

公
一
「
安
斎
さ
ん
と
電
話
し
て
た
ん
だ
？
」 

光
希
（
声
）
「
う
ん
」 

 
 

 

公
一
、
窓
を
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
立
て
て
開
け

 

る
。 

公
一
「
す
っ
か
り
涼
し
く
な
っ
た
ね
」 

光
希
（
声
）
「
う
ん
。
秋
だ
か
ら
ね
」 

公
一
「
夜
っ
て
良
い
よ
ね
」 

光
希
（
声
）
「
分
か
る
。
分
か
る
か
も
」 

 
 

 

公
一
、
ソ
フ
ァ
に
座
る
。 

公
一
「
卒
業
わ
り
と
近
い
ね
。
佐
奈
田
さ
ん
と
仲
良

く
な
れ
て
良
か
っ
た
か
も
」 
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光
希
（
声
）
「
夏
美
と
同
じ
こ
と
言
わ
れ
た
」 

 
 

 
光
希
、
電
話
越
し
で
笑
う
。 

光
希
（
声
）
「
今
ね
。
絵
見
て
た
」 

公
一
「（
聞
き
返
し
て
）
え
っ
。
絵
？
」 

光
希
（
声
）
「
あ
た
し
、
絵
が
好
き
な
の
。
前
は
、
美

術
系
の
高
校
に
い
た
か
ら
か
な
」 

公
一
「
へ
え
。
そ
っ
か
」 

光
希
（
声
）
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
っ
て
知
っ
て
る
？
」 

公
一
「
い
や―

―

全
然
知
ら
な
い
な
」 

 
 

 

光
希
、
再
び
電
話
越
し
で
笑
う
。 

光
希
（
声
）
「
卒
業
し
た
ら
、
こ
こ
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク

に
行
く
の
」 

公
一
「
な
ん
か
言
っ
て
た
ね
」 

 
 

光
希
、
電
話
口
で
嗚
咽
し
始
め
る
。 

光
希
（
声
）
「（
泣
き
な
が
ら
）
川
谷
く
ん
と
も
、
夏

美
と
も
仲
良
く
な
れ
た
の
に
、
酷
い
わ
」 

公
一
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
ど
こ
？
」 

光
希
（
声
）
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
」 

公
一
「
そ
っ
か
ら
で
も
、
み
ん
な
に
電
話
し
て
よ
」 

光
希
（
声
）
「
え
え
。
そ
の
つ
も
り
」 
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一
階
か
ら
、
友
妃
子
、
公
一
を
呼
ぶ
。 

公
一
「
ま
た
す
ぐ
に
夏
が
来
る
よ
」 

 

◯
海
望
高
校
・
教
室
（
朝
） 

 
 

 

海
望
高
校
。
冬
。
浅
田
、
教
室
に
入
っ
て
く

 

る
。 

「
あ
あ
。
さ
っ
む
い
、
さ
っ
む
い
と…

…

」 

 
 

 

黒
板
に
、
佐
奈
田
光
希
さ
ん
あ
り
が
と
う
、

 

と
大
き
く
書
か
れ
た
白
い
字
。 

浅
田
「
知
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
佐
奈
田
さ
ん

は
、
ご
家
族
の
都
合
で
、
海
外
に
行
か
れ
る
そ
う
で

す
」 

 
 

 

夏
美
、
話
し
を
聞
い
て
い
る
。
庸
介
、

 

唇
を
噛
ん
で
下
を
向
い
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
      

浅
田
「
佐
奈
田
さ
ん
、
最
後
にF

組
の
み
ん
な
に
挨

拶
し
て
」 

 
 

 

光
希
、
黒
板
の
前
に
出
る
。 

光
希
「
短
い
間
で
し
た
が
、
海
望
高
校
は
本
当
に

―
―

楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

っ
て
い
う
と
こ
ろ
に
住
み
ま
す
。
ど
っ
ち
か
っ
て
い
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う
と
、
不
安
な
気
持
ち
の
方
が
大
き
い
で
す
」 

夏
美
「
光
希
！
」 

光
希
「
夏
美
と
、
友
だ
ち
に
な
れ
た
の
に―

―

本
当

に
さ
び
し
い
」 

 
 

 

庸
介
、
光
希
の
前
へ
出
る
。 

庸
介
「
こ
れ―

―
F

組
の
み
ん
な
か
ら
だ
か
ら
」 

 
 

 

庸
介
、
光
希
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
。 

光
希
「（
袋
を
開
け
て
）
こ
れ―

―
ボ
ー
ト
の
模
型

…
…

」 

浅
田
「
佐
奈
田
さ
ん
が
、
ず
っ
と
ボ
ー
ト
を
見
た
が

っ
て
い
て
、
な
か
な
か
見
る
機
会
が
な
い
か
ら
、
み

ん
な
で
決
め
た
み
た
い
だ
よ
」 

 
 

 

光
希
頷
く
。
夏
美
泣
く
。 

 

◯
街
（
夜
） 

 
 

 

光
希
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
公
一
、

 

歩
い
て
い
る
。
光
希
立
ち
止
ま
る
。 

光
希
「
こ
こ
で
お
別
れ
」 

公
一
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン―

―

気
を
付
け
て
」 

光
希
「
え
え
。
そ
の
つ
も
り
」 
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公
一
「
ボ
ー
ト
の
模
型
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
実
は
川
谷

の
案
な
ん
だ
」 

光
希
「
え
っ
？
」 

 
 

 

公
一
、
光
希
を
抱
き
し
め
る
。 

公
一
「（
光
希
を
抱
き
し
め
な
が
ら
）
水
に
浮
か
べ
て

み
て
」 

光
希
「
う
ん
う
ん
」 

 
 

 

公
一
、
光
希
を
放
す
。 

公
一
「
佐
奈
田
さ
ん
、
光
希
、
さ
よ
う
な
ら
」 

光
希
「（
涙
を
流
し
て
）
え
え
、
さ
よ
う
な
ら
」 

 

 

了 


